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カメラ

アングル春季地区別懇談会 開催
平
成
二
十
五
年
度　

春
季
地
区
別

懇
談
会
が
、
四
月
二
十
四
～
二
十
六

日
の
３
日
間
、
音
別
・
白
糠
・
鶴
居

の
３
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
農
作
業
な
ど
で
御
多
忙
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
３
日
間
で
合
計
42

名
の
組
合
員
の
方
々
に
出
席
頂
き
ま

し
た
。

懇
談
事
項
と
し
て
、
最
近
の
酪
農

畜
産
情
勢
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
承
認
、
平
成
二
十
五

年
度
事
業
計
画
の
設
定
、
第
七
回
通

常
総
会
の
招
集
及
び
提
出
議
案
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
出
席
し
た
組
合
員
の
皆
様
か

ら
は
、
農
協
各
部
門
の
事
業
運
営
に

つ
い
て
・
酪
農
経
営
に
関
し
て
の
各

種
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
様
々
な
質

問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
出
さ
れ
た
質
問
や
意
見
等

は
集
約
し
、
理
事
会
で
今
後
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

音 別 地 区

鶴居・幌呂地区

白 糠 地 区
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第６回 鶴居スプリングショウ

五
月
一
日
、
鶴
居
村
家
畜
共
進

会
場
で
、
第
六
回　
鶴
居
ス
プ
リ

ン
グ
シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良
同
志

会
鶴
居
支
部
主
催
に
よ
り
、鶴
居
・

幌
呂
か
ら
計
三
十
頭
の
乳
牛
が
出

陳
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
員
は
、
弟

子
屈
町
酪
農
家　
坪
井
泰
憲
氏
が

務
め
ま
し
た
。

各
部
の
審
査
が
行
な
わ
れ
た
な

か
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、

鶴
居
・
（農）
清
和
農
場
の
出
品
牛
ア

ケ
ボ
ノ
ブ
レ
ー
ド　
ク
イ
ツ
ク 

ボ
ル
テ
ー
ジ
（
八
部
三
歳
経
産

ク
ラ
ス
）
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
は
、
鶴
居
・
㈲
菱
沼
フ
ァ

ー
ム
の
出
品
牛
ヒ
シ
ヌ
マ
フ
ア
ー

ム　
Ｓ　
ブ
ラ
ク
ス
ト
ン 

ア
イ
デ

ア
ル
（
三
部
八
～
十
一
ヶ
月
未

満
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
は
表

の
と
お
り
で
す
。

入　賞　牛　一　覧　表

グランドチャンピオン
アケボノ　ブレード　クイツク　ボルテージ （農） 清 和 農 場 鶴 居

シニアチャンピオン
アケボノ　ブレード　クイツク　ボルテージ （農） 清 和 農 場 鶴 居

ジュニアチャンピオン
ヒシヌマフアーム　Ｓ　ブラクストン　アイデアル ㈲菱沼ファーム 鶴 居

部 結果 名　　　　　　　号 出　品　者 地　区

２部
１位 TKS　ジユンチエス　アン　センビユー　ＥＴ 清　水　武　志 鶴 居

２位 レデイ　ホープ　ベルトーチカ　イルマ （農） 清 和 農 場 鶴 居

３部
１位 ヒシヌマフアーム　Ｓ　ブラクストン　アイデアル ㈲菱沼ファーム 鶴 居

２位 OP　シーダーローン　ラバン　ココロ 植　田　紘　史 幌 呂

４部
１位 ヒシヌマフアーム　ローヤル　シド　ジヤンボ ㈲菱沼ファーム 鶴 居

２位 OP　オラホーム　ジエリツク　ジヨナ 植　田　紘　史 幌 呂

５部
１位 ＳＧＴ　ペパーズ　ガイオーン　チヤンブライト （農） 高 橋 農 場 鶴 居

２位 ウイズダム　インペリアル　マセラテイ （農） 清 和 農 場 鶴 居

６部
１位 ＳＰ　ルイスデール　リリー　サーマン　ＥＴ （農） 高 橋 農 場 鶴 居

２位 ＥＨ　アールチエ　ヒカリ　ＭＰ　デイストライ 松　下　雅　幸 鶴 居

７部
１位 OP　オラホーム　デイストライ　ジヨリー 植　田　紘　史 幌 呂

２位 ヒンペル　ＡＫＢＮ　４０８０　アイオーン （農） 清 和 農 場 鶴 居

８部
１位 アケボノ　ブレード　クイツク　ボルテージ （農） 清 和 農 場 鶴 居

２位 OP　オラホーム　アドベント　ローザ　ＲＥＤ 植　田　紘　史 幌 呂

９部 １位 パクラマー　ペクテーシヨン　ゼニス 菊　地　栄　司 鶴 居

審査員：坪井 泰憲 氏
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第20回 釧路西部スプリングショウ

審査員：カール ソーシエ 氏

四
月
二
十
九
日
、
白
糠
町

家
畜
共
進
会
場
で
、
釧
路
丹

頂
農
協
乳
牛
改
良
同
志
会
西

部
支
部
主
催
に
よ
る
第
二
十

回
釧
路
西
部
ス
プ
リ
ン
グ

シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

音
別
・
白
糠
か
ら
計
四
十

頭
の
乳
牛
が
出
品
さ
れ
、
審

査
員
に
カ
ナ
ダ
の
シ
ー
メ
ッ

ク
ス
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
社
カ

ー
ル
ソ
ー
シ
エ
氏
が
務
め

ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ー
リ
ィ

ク
イ
ー
ン
に
は
、
地
元
白
糠

在
住
の
松
野
千
紘
さ
ん
が
務

め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
各
部
で
審
査
が

行
な
わ
れ
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
、
白
糠
町
・

合
伊
深
フ
ァ
ー
ム
の
出
品

牛
ヘ
イ
チ
ヤ
ン
ゴ
ー
ル
ド

ウ
イ
ン
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー（
八

部
四
歳
経
産
ク
ラ
ス
）
が
、

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

は
、
白
糠
町
・
林
稔
幸
氏
の

出
品
牛
ウ
ツ
ズ
ス
タ
ー
エ

ン
ペ
ラ
ー
ブ
リ
リ
ア
ン
ト

レ
オ
（
一
部
育
成
ジ
ュ
ニ
ア

ク
ラ
ス
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者

は
表
の
と
お
り
で
す
。

入　賞　牛　一　覧　表

グランドチャンピオン
ヘイチヤン　ゴールドウイン　クライスラー 合伊深ファーム 白 糠

リザーブグランドチャンピオン
ヘイチヤン　スターブライト　Ｄ　キレネンコ　ＥＴ 合伊深ファーム 白 糠

ジュニアチャンピオン
ウツズスター　エンペラー　ブリリアント　レオ 林　　　稔　幸 白 糠

リザーブジュニアチャンピオン
ＨＳＹ　フオーレス　アストロ　ストン 細　谷　　　智 白 糠

部 結果 名　　　　　　　号 出 品 者 地区

１ 部
１ 位 ウツズスター　エンペラー　ブリリアント　レオ 林　　　稔　幸 白 糠
２ 位 ガバネス　カルテイエ　バツカイ 松　田　浩　二 白 糠

２ 部
１ 位 ＨＳＹ　ゲイブ　アレン　フイーバー 細　谷　　　智 白 糠
２ 位 ウツズスター　エンペラー　ブレークアウト　レオ 林　　　稔　幸 白 糠

３ 部
１ 位 ＨＳＹ　フオーレス　アストロ　ストン 細　谷　　　智 白 糠
２ 位 ＨＳＹ　プロスペリテイー　アイ　フオー 細　谷　　　智 白 糠

４ 部
１ 位 ＨＳＹ　フイーバー　ソレイユ　ビスタ　ＥＴ 細　谷　　　智 白 糠
２ 位 フユーチヤーツリー　グレナルコム　サンダー 對　木　隆　司 白 糠

５ 部 １ 位 ＫＷＦ　ジヤニユアリー　シンデイ　ローズ ㈱敬和ファーム 音 別

部 結果 名　　　　　　　号 出 品 者 地区
５ 部 ２ 位 ＫＷＦ　ストーム　リー　ブラクストン ㈱敬和ファーム 音 別

６ 部
１ 位 ヘイチヤン　スターブライト　Ｄ　キレネンコ　ＥＴ 合伊深ファーム 白 糠
２ 位 エンプレス　カーナー　シヨツク　レスト 松　田　浩　二 白 糠

７ 部
１ 位 ＫＷＦ　ジエツタ　ＯＳＥ　マンオーマン　グラシア　ＥＴ ㈱敬和ファーム 音 別
２ 位 ＫＷＦ　エレガンス　アドベント　イライシヤ ㈱敬和ファーム 音 別

８ 部
１ 位 ヘイチヤン　ゴールドウイン　クライスラー 合伊深ファーム 白 糠
２ 位 ウツズスター　チユンキー　バツクアイ　サリー 林　　　稔　幸 白 糠

９ 部
１ 位 ヘイチヤン　シヤーキー　マツクス　ミント　ＥＴ 合伊深ファーム 白 糠
２ 位 プリンセス　セプテンバー　アウトサイド ㈱敬和ファーム 音 別
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釧路丹頂和牛改良組合 設立総会開催

釧路丹頂農協 馬事振興会 定期総会

四
月
十
九
日
、
幌
呂
支
所
で

釧
路
丹
頂
和
牛
改
良
組
合
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
設
立
総
会
は
、
当
会

設
立
か
ら
の
目
標
で
あ
っ
た
和

牛
改
良
組
合
の
設
立
に
つ
い
て
、

今
年
一
月
に
和
牛
改
良
組
合
と

し
て
の
承
認
を
得
て
、
二
十
五

年
四
月
よ
り
釧
路
丹
頂
農
業
協

同
組
合
肉
牛
振
興
会
か
ら
釧
路

丹
頂
和
牛
改
良
組
合
と
し
て
新

た
に
事
業
展
開
し
て
い
く
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

設
立
総
会
で
は
、
議
長
に
鶴

居
の
手
塚
信
幸
さ
ん
が
務
め
、

役
員
・
振
興
委
員
選
出
、
平
成

二
十
五
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
の
設
定
、
規
約
の
承

認
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
議

案
は
全
件
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

成
田
俊
英
組
合
長
は
「
今
後

も
地
域
と
し
て
の
良
質
な
和
牛

づ
く
り
に
向
け
、
関
係
機
関
の

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
力
強
く

お
い
し
い
和
牛
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
。」
と
述
べ
、

総
会
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

四
月
三
十
日
、
幌
呂
支
所

で
第
七
回
釧
路
丹
頂
農
協
馬

事
振
興
会
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
江
崎
勝
三

会
長
は
、「
今
大
変
問
題
に

な
っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に

よ
り
私
達
の
地
域
、
農
業
が

こ
れ
か
ら
大
変
な
状
況
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

九
州
で
の
馬
肉
の
消
費
が
伸

び
悩
ん
で
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
馬
肉
の
消
費
拡
大
に
努

め
て
参
り
た
い
。
ま
た
、
会

員
の
高
齢
化
、
減
少
に
よ
り

会
の
運
営
は
非
常
に
厳
し
い

で
す
が
、
会
員
で
や
れ
る
だ

け
の
こ
と
は
や
っ
て
い
き
た

い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
、
平
成

二
十
五
年
度
事
業
計
画
、
役

員
改
選
等
に
つ
い
て
協
議
し
、

議
事
は
全
件
承
認
さ
れ
、
総

会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し

た
。

和牛改良組合新役員
組 合 長 成　田　俊　英 音 別
副 組 合 長 菊　地　和　広 鶴 居
理 　 事 斉　藤　　　滋 鶴 居

〃 手　塚　信　幸 鶴 居
監 　 事 渋　谷　忠　裕 鶴 居

〃 渡　辺　　　等 音 別

和牛改良組合新役員決定！！
（右写真） 後列、渡辺 等、渋谷忠裕、斉藤 滋 

前列、手塚信幸、成田俊英、菊地和広

馬事振興会新役員
会 　 長 江　崎　勝　三 白 糠
副 会 長 松　井　紀　行 幌 呂
理 　 事 田　中　光　儀 鶴 居

〃 小野田　喜　一 音 別
監 　 事 斉　藤　実　稔 幌 呂

〃 佐　藤　浩　一 音 別

馬事振興会新役員決定！！
（右写真） 後列、佐藤浩一、小野田喜一 

前列、江崎勝三、松井紀行、斉藤実稔
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四
月
十
七
日
、
本
所
で
第
八

回
釧
路
丹
頂
農
協
酪
農
振
興
会

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
居
、
白
糠
、
音
別
の
各
支

部
か
ら
代
議
員
が
出
席
し
、
議

長
に
音
別
支
部
の
筥
嵜
昌
行
さ

ん
が
務
め
、
平
成
二
十
四
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
に

つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度
事

業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
に
つ

い
て
、
会
費
の
賦
課
及
び
徴
収

方
法
、
役
員
の
選
任
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
、
議
案
は
全
て
提

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

折
笠
文
則
新
会
長
は
「
酪
農

情
勢
は
日
々
変
化
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
は
不
透
明
な
状
況
で
す
が
、

私
達
の
地
域
が
少
し
で
も
良
く

な
っ
て
い
く
よ
う
新
役
員
で
力

を
合
わ
せ
、
会
員
皆
様
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
事
業
活
動
を
進

め
て
参
り
た
く
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。」と
述
べ
、
総

会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

四
月
三
十
日
、
農
協
本
所
で
、

平
成
二
十
五
年
度
釧
路
丹
頂
農

協
農
作
業
安
全
祈
願
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
對
木
範
誉
専
務

を
は
じ
め
、
鶴
居
村　
大
石
正

行
村
長
、
釧
路
警
察
署
鶴
居
駐

在
所　
末
津
直
樹
所
長
な
ど
各

関
係
機
関
の
代
表
者
が
集
ま
り
、

玉
串
奉
天
及
び
神
事
を
執
り
行

な
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
松
井
俊
治
常
務
は

「
交
通
事
故
並
び
に
農
作
業
事

故
絶
滅
宣
言
」
を
、
釧
路
丹
頂

農
協
青
年
部　
冨
坂
隆
志
副
部

長
は
「
交
通
安
全
宣
言
」
を
行

な
い
、
農
作
業
繁
忙
時
期
に
向

け
、
交
通
事
故
及
び
農
作
業
事

故
の
撲
滅
を
誓
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
・
農
作
業
事
故
撲

滅
を
め
ざ
し
、
事
故
の
な
い
明

る
い
地
域
社
会
を
作
る
た
め
、

組
織
及
び
家
族
総
ぐ
る
み
で
安

全
作
業
・
安
全
運
転
を
心
掛
け

て
参
り
ま
し
ょ
う
。

酪農振興会新役員
会　 長 折　笠　文　則 鶴居
副 会 長 五十嵐　政　敏 白糠
理　 事 松　井　俊　治 鶴居

〃 合　田　徳　三 鶴居
〃 大和田　清　一 音別
〃 志　賀　忠　浩 音別

監　 事 藤　澤　　　誠 鶴居
〃 對　木　隆　司 白糠

釧路丹頂農協酪農振興会 通常総会開催

釧路丹頂農業協同組合 農作業安全祈願祭

議長：筥嵜 昌行 さん
（音別支部）
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

植
生
の
悪
化
は
、
サ
イ
レ
ー
ジ
品
質

低
下
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
植
生
改
善
に
向
け
た
雑
草

防
除
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

草
地
に
お
け
る
主
な
雑
草

地
下
茎
イ
ネ
科
雑
草

①
シ
バ
ム
ギ

出
穂
前
の
シ
バ
ム
ギ
は
、
一
見
す
る

と
チ
モ
シ
ー
と
の
判
別
が
難
し
い
草
種

で
す
。
茎
が
細
く
、
倒
伏
し
や
す
い
特

徴
が
あ
り
ま
す
（
写
真
一
）。

嗜
好
性
が
悪
く
、
サ
イ
レ
ー
ジ
発
酵

し
づ
ら
い
草
種
で
す
。

②
リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ
ラ
ス

リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ
ラ
ス
は
、
太
い

茎
で
倒
伏
に
強
く
、
草
丈
は
成
人
男
性

の
背
丈
を
超
え
る
ほ
ど
生
長
し
ま
す

（
写
真
二
）。
出
穂
後
は
茎
部
の
木
質

化
が
進
む
た
め
、
嗜
好
性
が
低
下
し
ま

す
。

広
葉
雑
草
（
ギ
シ
ギ
シ
類
）

ギ
シ
ギ
シ
の
古
株
は
一
株
か
ら
二
万

粒
の
種
を
落
と
す
と
言
わ
れ
、
繁
殖
力

旺
盛
で
す
。
ま
た
、
土
中
の
種
が
更
新

時
の
耕
起
に
よ
り
光
を
受
け
、
発
芽
し
、

繁
茂
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

植
生
に
合
わ
せ
た
雑
草
防
除

雑
草
が
三
割
以
上
占
め
る
草
地
は
、

防
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

優
占
す
る
雑
草
が
地
下
茎
イ
ネ
科
雑

草
か
広
葉
雑
草
か
植
生
を
確
認
し
、
防

除
方
法
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

地
下
茎
イ
ネ
科
雑
草
が
多
い
場
合

イ
ネ
科
雑
草
の
防
除
は
、
草
地
更
新

時
が
唯
一
の
機
会
と
な
り
ま
す
。
既
存

植
生
に
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
（
主

な
商
品
名
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
、
タ
ッ
チ

ダ
ウ
ン
等
）
を
散
布
し
、
徹
底
的
に
故

殺
し
ま
し
ょ
う
。

広
葉
雑
草
が
多
い
場
合

①
草
地
更
新
時
に
防
除

播
種
床
造
成
後
、
四
〇
～
六
〇
日
間

お
い
て
、
雑
草
の
発
芽
揃
い
を
待
ち
ま

す
。除

草
剤
が
展
着
す
る
大
き
さ
に
展
開

し
た
ら
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
を
散

布
し
、
故
殺
し
ま
す
。
大
き
く
な
り
す

ぎ
る
と
、
影
に
な
っ
た
葉
に
薬
剤
が
か

か
ら
な
く
な
る
の
で
、
散
布
時
期
を
見

極
め
ま
し
ょ
う
。

②
除
草
剤
の
茎
葉
散
布

更
新
時
以
外
に
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
ア

ー
ジ
ラ
ン
の
茎
葉
散
布
と
い
う
選
択
肢

が
あ
り
ま
す
。
薬
剤
毎
に
留
意
点
が
あ

る
の
で
、
使
用
前
に
必
ず
確
認
し
て
下

さ
い
。

ま
た
、
大
き
な
古
株
が
あ
る
、
ギ
シ

ギ
シ
の
占
有
率
が
高
い
場
合
、
裸
地
に

な
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
防
除
と
併
せ

て
追
播
を
ご
検
討
下
さ
い
。

（
平
成
二
十
五
年
五
月
）

雑
草
を
防
除
し
て

植
生
を
改
善
し
よ
う写真１　雨で倒れたシバムギ

写真２　 男性の背丈ほどに生長した
リードカナリーグラス

写真３　 実生で500円玉大、経年
株で手の平大の頃に散布

写真４　 専用機で追播した直後の
畑の様子

【
除
草
剤
使
用
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
草
丈
三
〇
㎝
程
度
で
散
布

　

 　

草
丈
が
伸
び
す
ぎ
る
と
散
布
ム

ラ
と
な
る
。
特
に
倒
伏
し
た
シ
バ

ム
ギ
は
、
実
際
の
草
丈
よ
り
短
く

見
え
る
の
で
、
適
期
を
逃
さ
な
い

よ
う
注
意
す
る
。

②
除
草
剤
散
布
後
、
十
日
以
上
お
く

　

 　

可
能
で
あ
れ
ば
散
布
後
二
～
三

週
間
お
く
。
期
間
を
お
く
こ
と
で
、

薬
剤
が
根
ま
で
移
行
し
、
雑
草
再

生
を
防
げ
る
。

③
少
量
散
布
で
効
果
を
高
め
る

　

 　

専
用
ノ
ズ
ル
を
使
い
、
希
釈
水

量
を
二
五
～
五
〇
㍑
に
減
ら
す
方

法
。
散
布
ム
ラ
を
防
ぎ
、
雑
草
防

除
効
果
を
高
め
る
。
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■
編
集
発
行�

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

̶
V
O
L
・
６₈̶
平
成
2₅
年
₅
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

編 集 後 記
EDITOR’S�NOTE

■平成25年度 　生乳生産実績（4月）
月計乳量（kg） 4月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 ₈，₅₁₀，₆₂₅．₇ ₁₀₁．₅ ₈，₅₁₀，₆₂₅．₇ ₁₀₁．₅
（鶴居地区） ₂，₈₁₉，₅₁₃．₉ ₁₀₀．₀ ₂，₈₁₉，₅₁₃．₉ ₁₀₀．₀
（幌呂地区） ₂，₃₀₆，₄₇₄．₀ ₁₀₃．₆ ₂，₃₀₆，₄₇₄．₀ ₁₀₃．₆
（白糠地区） ₁，₈₇₆，₁₃₁．₇ ₉₈．₂ ₁，₈₇₆，₁₃₁．₇ ₉₈．₂
（音別地区） ₁，₅₀₈，₅₀₆．₁ ₁₀₅．₇ ₁，₅₀₈，₅₀₆．₁ ₁₀₅．₇

管 内 計 ₄₅，₃₄₂，₄₁₃．₅ ₁₀₂．₆ ₄₅，₃₄₂，₄₁₃．₅ ₁₀₂．₆
（前年度管内計） ₄₄，₂₀₆，₆₄₁．₀ ₄₄，₂₀₆，₆₄₁．₀

家畜販売市況情報 
乳　牛  25年5月1日現在

□予想相場 （単位：千円）
種　別　

　規　格
登　　録　　牛

上 中
育成（８～ 12 ヶ月） ３３０　　　～　　　２６０

初　　　　妊 ５５０～５１０ ５１０～４８０
経
産

２ 産 ～ ３ 産 ３５０　　　～　　　３００
４ 産 ～ ５ 産 ３００　　　～　　　２５０

初生とく  25年5月13日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１㎏ ～ ７０㎏ 都度協議

４５㎏ ～ ６０㎏ １，１００円/㎏

４０㎏ ～ ４４㎏ １，０００円/㎏

（提供／ホクレン釧路支所）
黒毛和種 25年4月15日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 695頭 638,400 211,050 435,664 293 1,488 
去勢 808頭 684,600 17,850 527,186 312 1,688 

（提供／ホクレン帯広支所）

理　事　会　報　告
4月臨時理事会　平成25年4月12日（金）

報告事項 
１．全中監査（ＪＡ全国監査機構監査）の結果報告について
２．定期（決算）監査報告について
３．その他　�１）役員報酬審議会の結果について

２）４月１日付人事異動及び新採用職員について
付議事項 
議案第１号　�平成2₄年度（第７年度）貸借対照表、損益

計算書および注記表並びに全国監査機構の
監査および監事の監査報告について

議案第２号　�平成2₄年度（第７年度）事業報告、剰余金
処分案の承認について

※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項 
１．当面の業務日程について

4月定例理事会　平成25年4月26日（金）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．３月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．�決算状況について（一般社団法人　釧路市音別町農
業振興公社）

付議事項 
議案第１号　�監事監査の結果に対する回答について

議案第２号　�農協検査指摘事項に対する改善・対応状況
の報告について

議案第３号　融資の承認について
議案第４号　理事と組合との契約承認について
議案第５号　固定資産の取得について
※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項 
１．春季地区別懇談会における意見・要望等について
２．当面の業務日程について

お詫びと訂正  ４月号の５頁、新入職員の紹介の山本彩夏職員の中で、一ヶ所間違いがございました。お詫び申し上げます
とともに、改めて訂正させて頂きます。　趣味の箇所→（誤）シュッピング　（正）ショッピング

□ ４月から５月にかけて、ＪＡ職員及び地区によっては組合員を対象とした年１回の
定期健康診断（巡回ドック）が行なわれました。受診者には後日、詳細結果が届
き注意する項目などが一目瞭然となります。健康な体なくしては、仕事を続けるこ
ともできません。定期的な検査と日頃の健康管理には十分に気を付けたいものです。

□ ５月上旬は、まだ肌寒い日が続いておりましたが、やっと日中もあたたかな日が続
くようになりました。これから初夏にかけ、農作業が本格的となります。農作業事
故撲滅を目標に、注意するポイントを把握し、安全第一で作業にあたりましょう‼ 


